
平成26年　宮城県内における死亡災害発生の概要（確定）

＝東日本大震災復旧作業

発 生 年 月 事故の型 業種

平成26年1月 激突され
運送業
(4.3.1)

午前10時頃 トラック 10～29

平成26年1月 崩壊、倒壊
林業
(6.2.1)

午後2時頃 立木等 50～99

平成26年2月 転倒
その他の製造

業
（1.17.9)

午後4時頃
フォークリ
フト

10～29

平成26年3月
交通事故
（道路）

バス業
（4.2.2）

午前5時頃
乗用車、バ
ス、バイク

50～99

平成26年3月 墜落、転落
上下水道工事

業
（3.1.10)

午前9時頃
建築物、構
築物

30～49

平成26年3月 墜落、転落
木造家屋建築
工事業
（3.2.2）

午後4時頃 足場 10～29

平成26年3月 その他
建築設備工事

業
（3.2.3）

午後11時頃 その他 10～29

平成26年3月
交通事故
（道路）

運送業
（4.3.1)

午後5時頃 トラック 10～29

平成26年4月 その他
その他の卸売

業
（8.1.9）

午前11時頃 その他 1～9

平成26年5月 激突され
運送業
（4.3.1)

午前7時頃 トラック 10～29

10

労働者数
災害の概要

　道路建設工事現場にダンプでアスファルトを搬入し、積卸し作業待ちのた
めに停車中、前方の無人のダンプが坂道を動き出し、被災者の乗るダンプに
向かってきたため、被災者は逃げようと降車したが、両ダンプの間にはさま
れた。

　伐倒した赤松の木（胸高径約30cm、長さ約23ｍ）が、隣接木で伐倒予定の
楢の木（胸高径35cm、高さ約25ｍ）にかかり木になった状態で、かかられて
いる楢の木を、チェーンソーで伐倒作業中、かかっている赤松の木が落下
し、被災者の頭部に激突した。

番
号
時 間 帯

1

7

5

2

9

8

6

(公表用）

　高速道路サービスエリア駐車場において、高速乗合バスが停車中の大型ト
ラックに衝突し、運転手が死亡した。

　下水管推進工事現場において、到達立坑内（深さ約７ｍ）の作業を開始す
るために立坑内に収納していたタラップの手すりを引き上げる作業中に立坑
内に転落し、頚部を強打した。
　安全帯は装着しておらず、立坑周囲には墜落防止用の柵、安全帯設備等は
なかった。

起因物

3

4

平成27年3月31日現在

　大型トレーラーを運転して走行中、大型トラックと正面衝突し、全身を強
く打ち、死亡した。

　生コン工場で砂をホッパに投入するために、ダンプをホッパの手前で停車
していたところ、ダンプが無人の状態で動き出し、それを止めようとして運
転席に近づいた労働者がダンプと立木に挟まれ死亡した。

　駐車場に駐車していた車両内で脳出血により死亡した。

　フォークリフトを用いて古畳を運搬移動中に、古畳が荷崩れを起こし、付
近でフォークリフトの誘導をしていた被災者が、荷を避けようとして体勢を
崩し転倒、コンクリートの床に後頭部を強打した。

　現場打合せ後、食事中に倒れ、脳内出血により死亡した。

　木造建売住宅建築工事現場において、足場又は屋根から約６ｍ下の地面に
墜落し頚部を骨折した。
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発 生 年 月 事故の型 業種

労働者数
災害の概要

番
号
時 間 帯 起因物

平成26年5月 墜落、転落
畜産業
（7.1.1）

午後4時頃 はしご等 1～9

平成26年5月 転倒
その他の建築
工事業
（3.2.9）

午前7時頃 分類不能 30～49

平成26年6月
交通事故
（道路）

ハイヤー・タ
クシー業
（4.2.1）

午前5時頃
乗用車、バ
ス、バイク

30～49

平成26年6月 墜落、転落
産業廃棄物処

理業
（15.1.2）

午後5時頃
作業床、歩
み板

10～29

平成26年7月 墜落、転落
運送業
(4.3.1)

午前1時頃 トラック 100～299

平成26年7月
はさまれ・
巻き込まれ

港湾海岸工事
業

（3.1.99）

午後6時頃
建設用等機

械
1～9

平成26年10
月

激突され
運送業
(4.3.1)

午前9時頃 トラック 30～49

平成26年11
月

交通事故
（道路）

警備業
（17.2.1）

午前1時頃 トラック 30～49

平成26年12
月

交通事故
（道路）

その他の卸売
業

（8.1.9）

午後10時頃
乗用車、バ
ス、バイク

100～299

平成26年12
月

交通事故
（道路）

その他の卸売
業

（8.1.9）

午後10時頃
乗用車、バ
ス、バイク

100～299

20
　高速道路の追い越し車線を走行中、前方を走行していた車両が停止したこ
とから、自車も停止したところ、後続のトラックに追突された。

18
　幹線道路沿いの工事現場において、作業を終えた移動式クレーンを当該道
路に誘導していた誘導員が、走行してきた軽トラックにはねられた。

19
　高速道路の追い越し車線を走行中、前方を走行していた車両が停止したこ
とから、自車も停止したところ、後続のトラックに追突された。

17

　配送途中、駐車場に停車し、荷台中の荷物の整理を行った後、後ろ向きで
荷台から降りようとしたとき、リアバンパーに足を掛けたところ足が滑り、
約52ｃｍの高さから墜落し、後頭部をコンクリートの地面に強打した。

　作業を終え、自走式コンクリートカッターをトラックの荷台に載せた後、
レバーに触れてしまい、荷台後方側に動いた当該カッターとトラックの油圧
昇降式積込床（パワーゲート）との間にはさまれた。

　倉庫敷地内を清掃中、荷卸しのためにバックしてきた他社のトラックと倉
庫のバース（トラックを停めて積卸しを行う場所）にはさまれた。

15

16

14
　廃棄食品を破砕し、地下の貯留槽（深さ4.8m、事故時水様の貯留物の深さ
約3.9m）にマンホール（直径60cm）から投入する作業を行った後、片付け中
にマンホールから貯留槽内に墜落し、窒息死した。

　市道交差点で、タクシーと右から来た乗用車が出会い頭に衝突し、タク
シーの運転手が頭を打つなどして死亡した。

13

12

11

　会社に出勤し、敷地内を歩いていたところ、後ろ方向に転倒し、頭部を打
ち死亡した。

　し尿用の浄化槽内のごみを取り除くため、浄化槽のマンホールの蓋を開
け、マンホールに設置した移動はしごを降りているとき、足を滑らせて槽内
の汚水に後ろ向きに転落し、溺水した。
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発 生 年 月 事故の型 業種

労働者数
災害の概要

番
号
時 間 帯 起因物

平成26年12
月

転倒
河川土木工事

業
（3.1.7）

午前11時頃
建設用等機

械
10～29

平成26年12
月

交通事故
（道路）

港湾海岸工事
業

（3.1.11）

午前10時頃
乗用車、バ
ス、バイク

10～29

21

22

　河川の護岸工事現場において、河川敷に工事用道路を設置するため、河川
内で土のうを据え付ける箇所の床堀作業を行っていたドラグショベルが深み
にはまり横転し、運転手が水没した運転席内に閉じ込められ溺死した。

　軽トラックを運転し、現場事務所に測量機材を取りに行く途中、カーブを
通過したところで凍結によりスリップし、道路左側のガードレールに衝突し
た後、対向車線に飛び出し、対向車の10トンダンプトラックと正面衝突し
た。
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